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産
業
の
歴
史
を
見
守
る
山

八
幡
東
区
は
、
か
つ
て
日
本

の
近
代
化
を
牽
引
し
た
産
業
の

中
心
地
で
し
た
。
明
治
時
代
に

官
営
八
幡
製
鐵
所
が
設
立
さ
れ

て
以
来
、
こ
の
地
は
鉄
鋼
業
の

発
展
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

皿
倉
山
は
、
そ
の
八
幡
製
鐵

所
の
煙
突
か
ら
立
ち
上
る
煙
を

日
々
見
守
り
、
産
業
の
発
展
と

人
々
の
暮
ら
し
を
静
か
に
見
つ

め
て
き
た
の
で
す
。
山
麓
に

は
、
製
鐵
所
の
名
残
や
関
連
施

設
が
点
在
し
、
歴
史
の
重
み
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

皿　倉　特　集皿　倉　特　集
八幡東区の歴史と自然が織りなす絶景のパノラマ

北九州市のシンボルである皿倉山は、八幡東区にそびえ立つ標高692ⅿの雄大な山です。
この山は単なる景勝地ではなく、八幡東区の歴史の証人であり、

豊かな自然に抱かれた市民の憩いの場でもあります。
山頂から望む息をのむような夜景、

そして近年リニューアルされた公園施設は、訪れる人々を魅了してやみません。

02

� ◦皿倉特集◦皿倉特集 �



皿
倉
山
を
訪
れ
る
こ
と
は
、

単
に
美
し
い
景
色
を
楽
し
む
だ

け
で
な
く
、
日
本
の
近
代
化
の

歩
み
に
触
れ
る
歴
史
探
訪
の
旅

で
も
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

1
0
0
億
ド
ル
の
夜
景
と

皿
倉
山
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画

皿
倉
山
の
最
大
の
魅
力
は
、

な
ん
と
言
っ
て
も
そ
の
夜
景
で

す
。
山
頂
か
ら
見
下
ろ
す
北
九

州
市
街
の
輝
き
は
、「
1
0
0
億

ド
ル
の
夜
景
」
と
称
さ
れ
る
ほ

ど
の
壮
麗
さ
。
き
ら
め
く
光
の

絨
毯
は
、
洞
海
湾
や
市
街
地
を

彩
り
、
訪
れ
る
人
々
に
感
動
を

与
え
ま
す
。
カ
ッ
プ
ル
や
家
族

連
れ
、
友
人
同
士
な
ど
、
多
く

の
人
々
が
こ
の
絶
景
を
求
め
て

夜
な
夜
な
山
頂
を
訪
れ
ま
す
。

「
皿
倉
山
の
絶
景
と
樹
々
に
癒

さ
れ
る
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
空
間

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
を

代
表
す
る
観
光
エ
リ
ア
と
し

て
、
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
を
図

る
た
め
、
絶
景
を
楽
し
み
豊
か

な
自
然
と
触
れ
あ
え
る
よ
う
な

様
々
な
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
の
４
月
に
は
山
頂
部
に

「
絶
景
を
見
な
が
ら
楽
し
め
る

ブ
ラ
ン
コ
」
や
「
眼
下
の
パ
ノ

ラ
マ
を
見
渡
せ
る
斜
面
を
生
か

し
た
階
段
状
の
ベ
ン
チ
」
な
ど
、

計
画
の
主
要
施
設
の
ひ
と
つ
で

あ
る
絶
景
の
遊
び
場
が
完
成
し

ま
し
た
。

豊
か
な
自
然
と
四
季
折
々
の
表
情

皿
倉
山
は
、
そ
の
雄
大
な

姿
だ
け
で
な
く
、
豊
か
な
自
然

の
魅
力
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま

す
。
山
麓
か
ら
山
頂
に
か
け
て

は
、
四
季
折
々
の
美
し
い
表
情

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
春
に
は

桜
が
咲
き
誇
り
、
夏
に
は
深
緑

が
目
に
鮮
や
か
で
、
秋
に
は
燃

え
る
よ
う
な
紅
葉
が
山
全
体
を

彩
り
ま
す
。
冬
に
は
空
気
が
澄

み
、
遠
く
の
景
色
ま
で
見
渡
せ

る
日
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

山
内
に
は
多
く
の
動
植
物
が

生
息
し
て
お
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
散
策
す
れ
ば
、
様
々

な
植
物
や
野
鳥
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
皿
倉
山
の
自
然

は
、
都
市
の
中
に
あ
り
な
が
ら

も
、
人
々
が
気
軽
に
自
然
と
触

れ
合
え
る
貴
重
な
場
所
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
登
山
道
も
整
備

さ
れ
て
お
り
、
体
力
に
自
信
の

あ
る
方
は
、
徒
歩
で
山
頂
を
目

指
す
こ
と
も
可
能
で
す
。
皿
倉

山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
と
ス
ロ
ー
プ

カ
ー
を
利
用
す
れ
ば
、
小
さ
な

子
供
や
お
年
寄
り
で
も
気
軽
に

山
頂
ま
で
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

皿
倉
山
は
、
八
幡
東
区
の
歴

史
を
静
か
に
見
守
り
、
産
業
発

展
の
礎
と
な
っ
た
場
所
で
あ

り
、
そ
し
て
現
代
に
お
い
て

は
、
そ
の
美
し
い
夜
景
と
豊
か

な
自
然
で
人
々
を
魅
了
し
続
け

る
宝
物
で
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
山
頂
の
公
園
は
、
そ
の

魅
力
を
一
層
引
き
出
し
、
訪
れ

る
人
々
に
忘
れ
ら
れ
な
い
体
験

を
提
供
し
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

と
共
に
発
展
し
、
新
た
な
魅
力

で
人
々
を
惹
き
つ
け
続
け
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
八
幡
東
区
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
そ
し
て
訪
れ

る
す
べ
て
の
人
々
に
新
た
な
感

動
と
発
見
を
も
た
ら
す
場
所
と

し
て
、
皿
倉
山
は
進
化
し
続
け

ま
す
。 

ぜ
ひ
、
そ
の
輝
か
し
い

未
来
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

皿　倉　特　集皿　倉　特　集
八幡東区の歴史と自然が織りなす絶景のパノラマ

北九州市のシンボルである皿倉山は、八幡東区にそびえ立つ標高692ⅿの雄大な山です。
この山は単なる景勝地ではなく、八幡東区の歴史の証人であり、

豊かな自然に抱かれた市民の憩いの場でもあります。
山頂から望む息をのむような夜景、

そして近年リニューアルされた公園施設は、訪れる人々を魅了してやみません。
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明
治
学
園

先
進
的
な
小
中
高
一
貫
教
育
を
実
践
す
る
、
北
九
州
の
伝
統
校

学
校
紹
介

自
主
自
律
と
多
様
性
が
息
づ
く 

「
ひ
ら
か
れ
た
学
園
」
へ 

～
明
治
学
園
の
挑
戦
～

明
治
学
園
は
、「
児
童
・
生
徒
を

社
会
変
革
に
寄
与
で
き
る
有
能
高
潔

な
人
に
育
て
、
卒
業
後
も
社
会
で
の

活
躍
を
支
え
る
」
と
い
う
創
立
以
来

の
教
育
理
念
の
も
と
、
今
ま
さ
に
大

き
な
教
育
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
1
1
5
年
の
歴
史
を
土
台
に
し

な
が
ら
も
、
未
来
を
見
据
え
た
柔
軟

で
先
進
的
な
学
び
を
提
供
し
続
け
て

い
ま
す
。

現
在
、
明
治
学
園
が
目
指
し
て
い

る
の
は
「
児
童
生
徒
中
心
の
自
主
自

律
の
校
風
」
へ
の
進
化
で
す
。
生
徒

の
多
様
性
を
尊
重
し
、
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
考
え
行
動
で
き
る
力
を
育
て

る
た
め
に
、
見
直
し
や
制
度
改
革
を

進
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
中
学
高
等

学
校
で
は
、
有
志
に
よ
る
委
員
会
主

導
で
の
校
則
見
直
し
を
は
じ
め
、
自

由
で
創
造
的
な
運
動
会
の
開
催
、
そ

し
て
男
女
混
合
学
級
へ
の
移
行
な

ど
、
真
の
「
生
徒
主
体
」
の
環
境
づ

く
り
が
進
行
中
で
す
。
ま
た
、
学
園

の
魅
力
を
生
徒
自
身
が
社
会
へ
発
信

で
き
る
よ
う
、
S
N
S
の
活
用
も

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
小

学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
一
貫
教
育
を

活
か
し
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
強

み
に
応
じ
た
進
路
支
援
体
制
も
整

備
。
早
い
段
階
か
ら
将
来
を
見
据
え

た
学
び
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
中
学
高
等
学
校
で
は
、
高
校
入

戸
畑
区
仙
水
町
に
あ
る
明
治
学
園
は
、
1
9
1
0
年
（
明
治
43
年
）、
実
業
家
・

安
川
敬
一
郎
氏
と
そ
の
次
男
・
松
本
健
次
郎
氏
に
よ
り
、「
明
治
専
門
学
校
（
現
・

九
州
工
業
大
学
）
附
属
小
学
校
」
と
し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
1
1
5
年
に

わ
た
り
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
進
化
を
重
ね
、
現
在
は
小
・
中
・
高
一
貫
の
総

合
学
園
と
し
て
、
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
創
設
当
初

か
ら
受
け
継
が
れ
る
「
祖
国
に
奉
仕
す
る
有
能
高
潔
な
人
材
の
育
成
」
と
い
う
理

念
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
精
神
「
人
々
の
た
め
の
人
に
」
と
重
な
り
、
今
も
本
校
の

教
育
の
根
幹
を
支
え
て
い
ま
す
。
長
い
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
伝
統
と
先
進
的
な

教
育
が
明
治
学
園
の
大
き
な
特
色
で
す
。
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試
の
開
始
、
特
待
生
制
度
の
導
入
、

特
進
ク
ラ
ス
の
設
置
な
ど
、
生
徒
へ

き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
え
る
よ
う

な
仕
組
み
に
加
え
、
習
熟
度
別
の

コ
ー
ス
の
設
置
や
留
学
生
支
援
体
制

の
充
実
等
、
多
様
な
地
域
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
仕
組
み
を
整
え
て

き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
支
え
て
い

る
の
が
、
多
様
な
価
値
観
を
受
け
入

れ
る
寛
容
な
校
風
と
、
こ
れ
ま
で
に

多
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
た

ち
の
確
か
な
実
績
で
す
。
明
治
学
園

が
育
て
た
い
の
は
、
た
だ
「
正
し
く

答
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
」
で
は
な

く
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
仲
間
と

協
働
し
な
が
ら
解
決
策
を
考
え
、
時

に
ル
ー
ル
そ
の
も
の
を
見
直
す
力
を

持
つ
「
行
動
で
き
る
人
」
で
す
。
そ

の
た
め
に
知
識
の
習
得
だ
け
で
な

く
、
挑
戦
と
失
敗
を
繰
り
返
せ
る
環

境
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
力
は
、
教
室
の
中
だ
け
で

な
く
、
卒
業
生
や
地
域
と
の
連
携
、

そ
し
て
実
社
会
と
つ
な
が
る
経
験
に

よ
る
学
び
を
通
し
て
培
わ
れ
て
い
き

ま
す
。

「
２
０
５
０
年
に
世
界
の
中
核
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
」
の
育
成
を
目
指
す 

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
「M

EP
2050

（M
eiji Education P

rogram

）」
を

掲
げ
、
次
代
に
ふ
さ
わ
し
い
学
び
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

A
I
技
術
が
急
速
に
進
化
す
る

現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
人
間
に
し
か
持

ち
得
な
い
感
性
や
創
造
性
の
価
値
が

見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
学
園
で

は
、
文
学
・
音
楽
・
美
術
・
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
「
す

き
」
と
思
え
る
こ
と
に
全
力
で
打

ち
込
め
る
環
境
づ
く
り
を
重
視
。

「
す
き
」
は
、
自
分
を
知
り
、
未
来

を
描
く
羅
針
盤
と
な
り
ま
す
。
た
だ

知
識
を
詰
め
込
む
の
で
は
な
く
、
自

ら
問
い
を
立
て
、
考
え
、
行
動
で
き

る
人
。
変
化
を
恐
れ
ず
、
自
分
ら
し

い
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
力
を
育

む
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
求

め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

進
学
だ
け
を
ゴ
ー
ル
に
せ
ず
、
卒
業

後
も
社
会
で
生
き
続
け
る
力
を
育

む
。
そ
れ
が
学
園
の
教
育
の
あ
り
方

で
す
。
生
徒
に
は
「
明
治
学
園
で
学

べ
て
楽
し
い
」
と
思
え
る
毎
日
を
、

保
護
者
の
皆
様
に
は
「
通
わ
せ
て
よ

か
っ
た
」
と
思
え
る
安
心
を
、
そ
し

て
地
域
に
は
「
未
来
の
北
九
州
を
と

も
に
つ
く
る
仲
間
」
と
し
て
信
頼
さ

れ
る
存
在
を
目
指
し
て
、
明
治
学
園

は
こ
れ
か
ら
も
一
人
ひ
と
り
の
未
来

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
変
化
を
恐
れ

ず
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

明
治
学
園
は
こ
れ
か
ら
も
、「
人
々

の
た
め
の
人
」
の
育
成
を
使
命
に
、

伝
統
と
革
新
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、

一
人
ひ
と
り
の
未
来
を
支
え
て
い
き

ま
す
。
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J
R
折
尾
駅

折
尾
駅
は
1
8
9
1
年
（
明
治
24
年
）
に
開
業
し
、
か
つ
て
は
鹿
児

島
本
線
と
筑
豊
本
線
が
十
字
に
交
差
す
る
日
本
初
の
立
体
交
差
駅
で
あ

り
、
石
炭
の
要
所
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
の
駅
舎
は
、
平
成
16
年
度
に
事
業
開
始
し
た
折
尾
地
区
総
合
整

備
事
業
に
伴
い
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
も
の
で
す
。
駅
前
広
場
や
駅

改
札
、
コ
ン
コ
ー
ス
内
に
は
、
旧
折
尾
駅
に
て
使
用
さ
れ
て
い
た
線
路

や
枕
木
、円
形
ベ
ン
チ
等
、当
時
の
佇
ま
い
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
ま
す
。

折
尾
地
区
総
合
整
備
事
業

折
尾
地
区
で
は
、
令
和
３
年
に
新
折
尾
駅
舎
が
完
成
し
、
令
和
４
年

に
は
ま
ち
づ
く
り
記
念
館
、
令
和
５
年
に
は
折
尾
駅
北
側
駅
前
広
場
や

商
業
施
設
「
え
き
マ
チ
１
丁
目
折
尾
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
折
尾
駅
北
側

は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
駅
南
側
で
は
、
南
側
駅

前
広
場
や
周
辺
の
道
路
、
宅
地
の
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
い
よ
い
よ
民

間
開
発
が
本
格
化
す
る
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
民
間
主
導
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
北
九
州
市
は
今
年
４
月
に
新
コ
ン
セ
プ
ト
「
オ
リ
オ
Ｘ
ｃ
ｉ
ｔ

ｅ
（
エ
キ
サ
イ
ト
）」
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
折

尾
の
発
展
の
カ
ギ
と
な
る
３
つ
の
エ
ッ
ク
ス
（
鉄
道
交
差
の

「
C
r
o
s
s
」、
若
者
と
地
域
住
民
の
交
流
の

「
E
x
c
h
a
n
g
e
」、
南
側
駅
前
開
発
の
変
革
の

「
T
r
a
n
s
f
o
r
m
a
t
i
o
n
」）
や
将
来
性
は
未
知
数
と
い

う
意
味
を
込
め
た
エ
ッ
ク
ス
を
掛
け
合
わ
せ
た
も
の
で
、
北
九
州
市
内

の
高
校
生
・
大
学
生
の
約
４
分
の
１
が
折
尾
地
区
で
学
ん
で
い
る
こ
と

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
元
の
熱
意
で
折
尾
の

ま
ち
を
成
長
さ
せ
て
い
く
未
来
を
描
き
た
い
と
考
え
、掲
げ
た
も
の
で
す
。

合
わ
せ
て
、
こ
の
「
オ
リ
オ
Ｘ
ｃ
ｉ
ｔ
ｅ
」
第
１
弾
と
し
て
、
南
側

駅
前
広
場
周
辺
の
土
地
を
所
有
し
、
大
規
模
な
開
発
を
計
画
中
の
九
州

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
高
松
産
業
株
式
会
社
、
東
宝
住
宅
株
式
会
社
の

民
間
企
業
３
社
と
北
九
州
市
は
、
ま
ち
づ
く
り
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
３
社
の
発
表
に
よ
る
と
、
Ｊ
Ｒ
九
州（
株
）が
市
内
初
と
な
る
Ｍ

Ｊ
Ｒ
ブ
ラ
ン
ド
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
１
棟
と
市
内
５
棟
目
と
な
る
Ｒ
Ｊ

Ｒ
ブ
ラ
ン
ド
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
１
棟
、
高
松
産
業（
株
）が
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
と
賃
貸
レ
ジ
デ
ン
ス
の
複
合
ビ
ル
１
棟
、
東
宝
住
宅（
株
）が
ホ

テ
ル
又
は
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
１
棟
を
計
画
し
て
お
り
、
民
間
投
資
額
は

３
社
合
計
で
約
90
億
円
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
協
定
で
は
、
民
間
企
業

３
社
と
北
九
州
市
が
相
互
に
協
力
し
な
が
ら
、
良
好
な
ま
ち
な
み
景
観

の
形
成
、
土
地
の
高
度
利
用
、
広
報
活
動
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
５
月
に
は
第
２
弾
と
し
て
、
大
規
模
な
民
間
開
発
を
促

進
す
る
た
め
、
市
有
地
と
売
却
を
希
望
し
て
い
る
複
数
の
民
有
地
を
北

九
州
市
が
集
約
し
て
開
発
事
業
者
を
公
募
す
る
北
九
州
市
初
の
取
組
を

開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
折
尾
地
区
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
、

北
九
州
市
の
西
の
玄
関
口
と
し
て
、
若
者
を
含
め
新
し
い
人
が
集
ま
り
、

住
み
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◦ JR 折尾駅（折尾地区総合整備事業）�

新駅舎外観

折尾地区総合整備事業
JR折尾駅

折尾地区総合整備事業

中心に来るように写真移動

� ◦ JR 折尾駅（折尾地区総合整備事業）
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J
R
折
尾
駅

折
尾
駅
は
1
8
9
1
年
（
明
治
24
年
）
に
開
業
し
、
か
つ
て
は
鹿
児

島
本
線
と
筑
豊
本
線
が
十
字
に
交
差
す
る
日
本
初
の
立
体
交
差
駅
で
あ

り
、
石
炭
の
要
所
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
の
駅
舎
は
、
平
成
16
年
度
に
事
業
開
始
し
た
折
尾
地
区
総
合
整

備
事
業
に
伴
い
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
も
の
で
す
。
駅
前
広
場
や
駅

改
札
、
コ
ン
コ
ー
ス
内
に
は
、
旧
折
尾
駅
に
て
使
用
さ
れ
て
い
た
線
路

や
枕
木
、円
形
ベ
ン
チ
等
、当
時
の
佇
ま
い
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
ま
す
。

折
尾
地
区
総
合
整
備
事
業

折
尾
地
区
で
は
、
令
和
３
年
に
新
折
尾
駅
舎
が
完
成
し
、
令
和
４
年

に
は
ま
ち
づ
く
り
記
念
館
、
令
和
５
年
に
は
折
尾
駅
北
側
駅
前
広
場
や

商
業
施
設
「
え
き
マ
チ
１
丁
目
折
尾
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
折
尾
駅
北
側

は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
駅
南
側
で
は
、
南
側
駅

前
広
場
や
周
辺
の
道
路
、
宅
地
の
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
い
よ
い
よ
民

間
開
発
が
本
格
化
す
る
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
民
間
主
導
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
北
九
州
市
は
今
年
４
月
に
新
コ
ン
セ
プ
ト
「
オ
リ
オ
Ｘ
ｃ
ｉ
ｔ

ｅ
（
エ
キ
サ
イ
ト
）」
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
折

尾
の
発
展
の
カ
ギ
と
な
る
３
つ
の
エ
ッ
ク
ス
（
鉄
道
交
差
の

「
C
r
o
s
s
」、
若
者
と
地
域
住
民
の
交
流
の

「
E
x
c
h
a
n
g
e
」、
南
側
駅
前
開
発
の
変
革
の

「
T
r
a
n
s
f
o
r
m
a
t
i
o
n
」）
や
将
来
性
は
未
知
数
と
い

う
意
味
を
込
め
た
エ
ッ
ク
ス
を
掛
け
合
わ
せ
た
も
の
で
、
北
九
州
市
内

の
高
校
生
・
大
学
生
の
約
４
分
の
１
が
折
尾
地
区
で
学
ん
で
い
る
こ
と

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
元
の
熱
意
で
折
尾
の

ま
ち
を
成
長
さ
せ
て
い
く
未
来
を
描
き
た
い
と
考
え
、掲
げ
た
も
の
で
す
。

合
わ
せ
て
、
こ
の
「
オ
リ
オ
Ｘ
ｃ
ｉ
ｔ
ｅ
」
第
１
弾
と
し
て
、
南
側

駅
前
広
場
周
辺
の
土
地
を
所
有
し
、
大
規
模
な
開
発
を
計
画
中
の
九
州

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
高
松
産
業
株
式
会
社
、
東
宝
住
宅
株
式
会
社
の

民
間
企
業
３
社
と
北
九
州
市
は
、
ま
ち
づ
く
り
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
３
社
の
発
表
に
よ
る
と
、
Ｊ
Ｒ
九
州（
株
）が
市
内
初
と
な
る
Ｍ

Ｊ
Ｒ
ブ
ラ
ン
ド
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
１
棟
と
市
内
５
棟
目
と
な
る
Ｒ
Ｊ

Ｒ
ブ
ラ
ン
ド
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
１
棟
、
高
松
産
業（
株
）が
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
と
賃
貸
レ
ジ
デ
ン
ス
の
複
合
ビ
ル
１
棟
、
東
宝
住
宅（
株
）が
ホ

テ
ル
又
は
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
１
棟
を
計
画
し
て
お
り
、
民
間
投
資
額
は

３
社
合
計
で
約
90
億
円
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
協
定
で
は
、
民
間
企
業

３
社
と
北
九
州
市
が
相
互
に
協
力
し
な
が
ら
、
良
好
な
ま
ち
な
み
景
観

の
形
成
、
土
地
の
高
度
利
用
、
広
報
活
動
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
５
月
に
は
第
２
弾
と
し
て
、
大
規
模
な
民
間
開
発
を
促

進
す
る
た
め
、
市
有
地
と
売
却
を
希
望
し
て
い
る
複
数
の
民
有
地
を
北

九
州
市
が
集
約
し
て
開
発
事
業
者
を
公
募
す
る
北
九
州
市
初
の
取
組
を

開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
折
尾
地
区
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
、

北
九
州
市
の
西
の
玄
関
口
と
し
て
、
若
者
を
含
め
新
し
い
人
が
集
ま
り
、

住
み
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◦ JR 折尾駅（折尾地区総合整備事業）�

「オリオXcite」ビジュアル

駅南側開発イメージ
※北九州市が描いたもので、実際の民間開発計画とは異なる場合があります。

駅南側の工事状況

� ◦ JR 折尾駅（折尾地区総合整備事業）



子どもお仕事体験イベント

おりちょこランド

地域と子どもたちをつなぐ未来への懸け橋

� ◦おりちょこランド

北九州市八幡西区の折尾地区にて開催されている「おりちょこランド」は、

地域企業や行政、団体が一体となって実施する子ども向けの“お仕事体験イベント”です。

主催は地域活性化を中心に活動する折尾二三会（おりおふみかい）。

地元企業のリアルな仕事に子どもたちが触れられる体験の場を提供し、

次世代育成と地域の魅力発信を目的としています。
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イ
ベ
ン
ト
の
内
容

会
場
で
は
約
20
〜
30
の
企
業
や
団
体

が
ブ
ー
ス
を
展
開
し
、
実
際
の
仕
事
を

体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

た
と
え
ば
：

●
指
揮
者
に
よ
る
指
揮
体
験

●�

製
造
業
に
よ
る
廃
材
や
端
材
を
使
っ

た
も
の
づ
く
り
体
験

●�

食
品
会
社
に
よ
る
お
菓
子
の
袋
詰

め
・
P
O
P
づ
く
り
体
験

●�

警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
な
ど
に
よ
る

車
両
展
示
・
制
服
試
着

●�

美
容
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
の
ヘ
ア

ア
レ
ン
ジ
や
ス
タ
イ
リ
ン
グ
体
験

さ
ら
に
、
お
金
の
流
れ
を
学
ぶ
仕
掛

け
と
し
て
子
ど
も
た
ち
は
、
ブ
ー
ス
で

の
お
仕
事
を
終
え
る
と
八
幡
法
人
会
様

の
ブ
ー
ス
へ
行
き
「
給
与
明
細
」
を
受

け
取
り
、
地
域
通
貨
オ
リ
オ
ン
が
「
お

給
料
」
と
し
て
銀
行
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
を
使
っ
て
会
場
内
で
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
や
お
買
い
物
を
楽
し
む
な
ど
、

〝
働
い
て
稼
ぐ
・
使
う
・
貢
献
す
る
〟

と
い
う
社
会
の
仕
組
み
を
自
然
に
学
ぶ

仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
た
だ
の
「
遊

び
」
で
は
な
く
「
働
く
」
こ
と
の
意
味

や
喜
び
を
実
感
で
き
る
仕
掛
け
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
場
内
で
は
協
賛
企
業
の
紹

介
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
を
通

じ
、
企
業
P
R
の
機
会
と
し
て
も
活

用
い
た
だ
け
ま
す
。

九
州
共
立
大
学
と
の
連
携

2
0
2
5
年
よ
り
、
北
九
州
市
八
幡

西
区
に
あ
る
「
九
州
共
立
大
学
」
様
の

協
力
の
も
と
、
学
園
内
の
自
由
ケ
丘
会

館
を
会
場
と
し
て
お
借
り
し
、
広
大
な

敷
地
と
充
実
し
た
設
備
を
活
か
し
た
イ

ベ
ン
ト
運
営
を
行
う
予
定
で
す
。
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
も
あ
り
、
地
域

の
大
人
と
若
者
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち

が
一
体
と
な
る
、
学
び
と
交
流
の
場
に

な
る
事
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。



� ◦おりちょこランド

■主催
折尾二三会
予定来場者目標3000名
（2023年度来場実績約1500名）

■お問い合わせ
折尾二三会会長　入田幸治
TEL：090-9720-4988
MAIL：oriofumikai@gmail.com
公式Webサイトまたは下記QRコー
ドよりご連絡ください。

折尾二三会ホームページ内の『おり
ちょこランド特設サイト』です。イベ
ント参加企業様のインタビューや趣
旨、写真を掲載しています。詳しくは
下記 QR コードよりご覧下さい。
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企
業
の
力
で
地
域
と
未
来
を
育
む

お
り
ち
ょ
こ
ラ
ン
ド
に
は
、
地
元
の

小
学
生
を
中
心
に
毎
回
数
百
人
以
上
の

子
ど
も
達
が
来
場
し
、
そ
の
1.5
倍
ほ
ど

の
保
護
者
の
皆
様
が
来
場
し
大
盛
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
、

保
護
者
か
ら
の
感
謝
の
声
、
そ
し
て
参

加
企
業
の
皆
様
の
達
成
感
が
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
の
価
値
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
開
催
に
向
け
、
よ
り
多
く
の

地
元
企
業
様
に
「
出
展
」「
協
賛
」「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
ご
参
画
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い

で
す
。

次
回
開
催
予
定

名
称
：
第
5
回
お
り
ち
ょ
こ
ラ
ン
ド

日
時
：�

2
0
2
5
年
9
月
28
日
（
日
）	

10
時
～
15
時

会
場
：�

九
州
共
立
大
学
内
自
由
ケ
丘
会

館
全
館

規
模
：�

イ
ベ
ン
ト
体
験
児
童
1
0
0
0

名
予
定

住
所
：�

〒
8
0
7
-8

	

5

	

8

	

5

	

�
	

福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
西
区
自

由
ケ
丘
1
-8
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会
長
あ
い
さ
つ

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
忙
し
い
中
、

平
素
よ
り
八
幡
法
人
会
の
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
早
い
も
の
で
急
に
会
長
を
拝
命
す
る
事
に

な
っ
て
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
何
も
分
か
ら
な
い

私
が
１
年
間
ど
う
に
か
八
幡
法
人
会
会
長
を
さ
せ
て

頂
け
た
の
も
、
役
員
や
会
員
の
皆
様
の
支
え
の
お
か

げ
で
す
。
ま
ず
は
こ
の
１
年
間
、
支
え
て
頂
い
た
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
１
年
で
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
、
そ
し
て
経
済
や
社
会
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

海
外
で
は
、
昨
夏
に
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
り
、
多
く
の
日
本
人
が
活
躍
し
ま
し
た
。
そ

し
て
今
年
に
入
る
と
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
相
互
関
税
の
問
題
で
世
界
が
揺

れ
て
い
ま
す
。
日
本
は
厳
し
い
交
渉
後
に
合
意
を
し
て
、
８
月
１
日
に
発
動
予
定
だ
っ
た
税
率

よ
り
下
が
り
ま
し
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
時
に
比
べ
る
と
高
関
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ
は
最
大
の
輸
出
相
手
国
だ
け
に
関
税
の
上
乗
せ
は
幅
広
い
業
界
に
影
響

が
出
ま
す
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
2
0
2
2
年
２
月
に
始
ま
っ
た
の
で
、
す

で
に
３
年
半
に
も
及
び
ま
す
。

国
内
で
は
、
昨
夏
に
20
年
ぶ
り
に
新
紙
幣
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
石
破
政
権
が
発
足
し
ま
し

た
が
、
衆
院
に
続
き
参
院
で
も
過
半
数
を
割
れ
込
み
、
少
数
与
党
の
た
め
厳
し
い
政
権
運
営
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
兵
庫
県
知
事
再
選
時
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
問
題
や
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
不
祥
事
も
あ
り

ま
し
た
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
万
博
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
コ
メ
に
代
表
さ
れ
る
物
価
高
騰

が
個
人
消
費
を
押
し
下
げ
て
い
ま
す
。

少
し
振
り
返
っ
た
だ
け
で
も
、
こ
の
１
年
間
、
世
界
も
国
内
も
、
変
化
の
多
い
年
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
変
化
の
激
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
し
っ
か
り
と
足
元
を
見
つ
め
て
、
八
幡
法
人

会
の
こ
れ
か
ら
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
八
幡
法
人
会
の
大
き
な
課
題
は
会
員
数
の
減
少
で
す
。
10
年
前
の
2
0
1
5
年
３
月

末
の
会
員
数
は
2
4
4
3
名
で
し
た
が
、
今
年
３
月
末
で
2
1
7
2
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
10
年
で
11
％
の
会
員
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
八
幡
法
人
会
の
強
い
基
盤
を
作
る
た
め
に
も
、

ま
ず
は
会
員
増
強
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
講
演
会

や
支
部
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
参
加
者
が
減
少
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
支
部
活

動
に
も
濃
淡
が
あ
り
、
活
発
に
活
動
し
て
い
る
支
部
は
会
員
増
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、「
会
員
増
強
と
支
部
の
活
性
化
」
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

2
0
2
5
年
度
は
役
員
が
改
選
さ
れ
新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
八
幡
税
務
署

及
び
関
係
諸
団
体
の
皆
様
と
も
し
っ
か
り
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
八
幡
法
人
会
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
署
長
挨
拶

本
年
７
月
の
定
期
人
事
異
動
で
、
八
幡
税

務
署
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
阿
部
で
ご
ざ

い
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
八
幡
法
人
会
の
皆
様
方
に

は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に

つ
き
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

八
幡
税
務
署
に
は
ご
縁
が
あ
り
ま
し
て
、

平
成
13
年
か
ら
2
年
間
総
務
係
長
と
し
て
勤

務
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
れ
以
来
23
年
振
り
の
勤
務
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
伝

統
あ
る
鐵
の
都
と
い
う
歴
史
を
持
ち
な
が
ら
も
、
近
年
で
は
環
境
に
配
意
し
、
自
然
と
共

生
す
る
緑
豊
か
な
都
市
づ
く
り
を
実
践
さ
れ
る
こ
の
地
で
勤
務
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
光

栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
企
業
の
発

展
を
支
援
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
と
の
理
念
の
下
、
正

し
い
税
知
識
の
普
及
や
納
税
道
義
の
高
揚
の
た
め
に
、
各
種
研
修
会
や
講
演
会
の
開
催
を

は
じ
め
、「
租
税
教
室
」、「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
や
「
お
り
ち
ょ
こ
ラ
ン

ド
の
税
務
署
ブ
ー
ス
」
等
を
通
じ
て
税
の
啓
蒙
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
公
園

の
清
掃
活
動
や
献
血
等
の
多
く
の
社
会
貢
献
活
動
を
実
施
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
岡
橋
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
及
び
会
員
の
皆
様
方
の
熱
意
と
ご
尽

力
に
よ
る
も
の
と
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
、
貴
会
の
活
動
が

さ
ら
に
活
性
化
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
私
ど
も
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
皆
様
と
一
層
の
連
携
協
調
を
図
り
、
で
き
る
限
り
の
ご
協
力
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
税
当
局
に
お
き
ま
し
て
は
、「
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
」、「
課
税
・
徴
収
事
務
の

効
率
化
・
高
度
化
等
」、「
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
」
を
３
つ
の
柱
と
し
て
、
税
務
に

関
す
る
手
続
や
業
務
が
よ
り
効
率
的
に
、
よ
り
正
確
に
実
施
で
き
る
よ
う
取
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
推
進
」
に
お
い
て
は
、

納
税
者
の
皆
様
の
利
便
性
向
上
と
現
金
管
理
に
伴
う
社
会
全
体
の
コ
ス
ト
縮
減
の
観
点
か

ら
、
新
た
に
目
標
値
を
掲
げ
、
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
は
、
引
き
続

き
こ
れ
ら
の
取
組
に
対
す
る
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
公
益
社
団
法
人
八
幡
法
人
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
着
任
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

公益社団法人八幡法人会

会長　岡橋 正之

八幡税務署

署長　阿部 正行

� ◦ご挨拶
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Corporation
Association

八
幡
法
人
会
は
、
八
幡
東
区
・
八
幡
西
区
・
戸
畑
区
の
法
人
会
員
を
対
象
と
し
て
、
税
知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
税
制
・

税
務
に
関
す
る
提
言
を
行
い
、
も
っ
て
適
正
・
公
平
な
申
告
納
税
制
度
の
維
持
・
発
展
と
税
務
行
政
の
円
滑
な
執
行
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
地
域
企
業
の
健
全
な
発
展
と
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
、
会
員
の
交

流
を
図
り
事
業
や
福
利
厚
生
の
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
数
は
2
1
7
2
社
、（
令
和
７
年
3
月
31
日
現
在
）
で
す
。

女
性
部
会

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
選
定

●
会
場
：
八
幡
税
理
士
会
館
３
階
会
議
室

●
選
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
星
野
木
綿
（
水
彩
画
家
）

八
幡
税
務
署
よ
り
永
田
連
絡
調
整
官

女
性
部
会
で
選
定
を
し
ま
し
た
。

令和6年
12月25日
（水）

決
算
法
人
説
明
会

（
２
月
・
３
月
決
算
）

●
会　
場
：
千
草
ホ
テ
ル

●
参
加
者
：
43
社
48
名
（
内
1
社
1
名
、
非
会
員
）

●
講　
師
：
八
幡
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
調
査
官

�

　
柳
田
定
一
様

●
講　
師
：
九
州
北
部
税
理
士
会　
八
幡
支
部
税
理
士

�
　
上
田
忠
史
様

令和7年
2月18日
（火）

新
春
講
演
会
と

講
談
会●会　場：�ホテルクラウンパレス北九州

●講　師：�田辺いちか氏（講談師）
●テーマ：�「500年の伝統話芸～楽しみな

がら歴史と親しむ」
●参加者：120名（�内一般参加者16名）

令和7年
2月14日
（金）

女
性
部
会

チ
ヤ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

収
益
金
寄
付
贈
呈
式

理
事
会
に
於
い
て
、

寄
付
贈
呈
式
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

到
津
の
森
公
園
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
わ
く
わ
ー

く
（
子
ど
も
食
堂
）・

た
け
ご
は
ん
（
子
ど

も
食
堂
）
の
3
団
体

へ
寄
付
を
し
ま
し
た
。

令和7年
1月23日
（木）

北
九
州
地
区
５
法
人
会

「
合
同
講
演
会
」

税
金
ク
イ
ズ
と

「
ゴ
ダ
イ
ゴ
」
コ
ン
サ
ー
ト

●
講　
師
：
門
田
隆
将
氏
（
作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

●
テ
ー
マ
：�「
歴
史
の
岐
路
に
立
つ
日
本
～
私
た
ち
は
今
、
何
を
す
べ

き
か
～
」

●
参
加
者
：
５
法
人
会
で
１
８
３
名
内
、
一
般
82
名

八
幡
法
人
会
会
員
様
は
20
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
８
支
部
研
修
会
》

●
参
加
者
：
33
名

●
会　
場
：
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
小
倉

　
「
税
金
ク
イ
ズ
」
と
お
食
事

《
ゴ
ダ
イ
ゴ
コ
ン
サ
ー
ト
》

●
会　
場
：
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル

令和7年
2月19日
（水）

令和7年
2月23日
（日）

◦活動報告
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令
和
6
年
度 

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
作
品
展
示

令
和
6
年
度

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き 

コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式

令
和
６
年
度

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」 

入
賞
作
品

租税教室を体験した、6年生の応募作品　
２９３点
●展示場所：
イオンモール八幡東1階フードガーデン前

こ
ち
ら
の
作
品
は
、
九
北
連
域
内
（
福
岡
・
佐
賀
・
長
崎
）
の
31
単
位
会
の
３
１
４
校
、

１
０
，４
６
１
枚
の
中
か
ら
会
長
及
び
福
岡
国
税
局
幹
部
の
方
々
が
優
秀
作
品
を
選
定
し
、
九
北

連
女
性
連
協
役
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、
最
高
投
票
数
を
獲
得
し
、
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
八
幡
法
人
会
と
し
て
も
初
の
快
挙
で
す
。

表
彰
式
で
は
、
受
賞
さ
れ
た
生
徒
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
校
長
、
教
頭
、
担
任
の
先
生
方
も
大
変

喜
ば
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
こ
の
図
柄
は
、
令
和
７
年
度
の
租
税
教
育
用
配
布
ツ
ー
ル
と
し
て
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ

に
プ
リ
ン
ト
さ
れ
る
予
定
で
す
。

令和7年
3月14日（金）～
3月26日（水）

令和7年
3月3日（月）
3月5日（水）
3月6日（木）

【全法連女連協会長賞】
【最優秀賞】

永犬丸小学校　６年生
森　小風美さん

黒崎中央小学校
令和７年３月５日（水）

鞘ヶ谷小学校
令和７年３月３日（月）

永犬丸小学校
令和７年3月６日（木）

【青年部会長賞】
鞘ヶ谷小　６年生

【女性部会長賞】
黒崎中央小　６年生

【八幡法人会長賞】
黒崎中央小　６年生

【八幡税務署長賞】
鞘ヶ谷小　６年生

決
算
法
人
説
明
会

（
４
月
・
５
月
決
算
）

●
会　
場
：�

八
幡
税
理
士
会
館
３
階
会
議
室

●
参
加
社
：�

12
社
12
名
（
内
１
社
１
名
非
会
員
）

●
講　
師
：�

八
幡
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
調
査
官�

　
柳
田
定
一
様

●
講　
師
：�

九
州
北
部
税
理
士
会
八
幡
支
部　
税
理
士�

戸
田
勇
樹
様

令和7年
4月2日
（水）

◦活動報告

12



決
算
法
人

説
明
会

（
６
月
・
７
月
決
算
）

決
算
法
人

説
明
会

（
８
月
・
９
月
・
10
月
決
算
）

第
13
回

定
時
総
会

相
続
・
贈
与

無
料
相
談
会

福
岡
県
連

定
時
総
会

●
会　
場　

�

八
幡
税
理
士
会
館
３
階
会
議
室

●
参
加
者　

�

14
社
18
名
（
内
、
非
会
員
１
社
１
名
）

●
講　
師

�　
八
幡
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
調
査
官

�

柳
田
定
一
様

　

�

九
州
北
部
税
理
士
会
八
幡
支
部　
税
理
士

�

寺
﨑
勝
明
様

●
会　
場	

西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

●
参
加
者	

11
名

・�

岡
橋
会
長
が
県
連
副
会
長
に
引
き
続
き
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

・�

江
口
厚
生
委
員
長
が
県
連
会
長
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

●
会　
場　

�

八
幡
税
理
士
会
館
3
階

会
議
室

●
参
加
者　

�

20
社
25
名
（
内
、
非
会

員
1
社
1
名
）

●
講
師

　

�

八
幡
税
務
署
法
人
課
税
第
1
部
門　

上
席
国
税
調
査
官

�

大
木
朋
子
様

　

�

九
州
北
部
税
理
士
会
八
幡
支
部　

税
理
士

�

上
田
忠
史
様

●
会　
場
：
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
北
九
州

議
決
権
行
使
に
関
す
る
基
準
日
の
令
和
７
年
３
月

26
日
現
在
の
会
員
数
は
２
，０
１
７
社
で
す
。

本
日
の
ご
出
席　

１
３
８
社
、
委
任
状
出
席　

１
，１
７
２
社　
合
計
１
，３
１
０
社
と
な
り
過
半

数
に
達
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
総
会
が
成
立
し

た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

表
彰
並
び
伝
達
受
賞
者
は
下
記
の
通
り
で
す
。

八
幡
法
人
会
会
長
表
彰
式

◎
会
員
増
強
支
部
表
彰

1
位　
第
8
支
部　
支
部
長　
小
林
仁
志　
様

2
位　
第
1
支
部　
支
部
長　
園
田
昌
德　
様

3
位　
第
3
支
部　
支
部
長　
友
田
隆
昭　
様

◎
会
員
増
強
個
人
表
彰

1
位　
福
岡
ひ
び
き
信
用
金
庫　
理
事
長 

�

井
倉　
　
眞
様

2
位　
㈲
久
留
主
溶
接
工
業
所　
会　
長 

�

久
留
主　
猛
様

3
位　
㈱
ハ
ッ
セ
イ�

取
締
役　
樋
口　
恵
美
様

◎
全
法
連
会
長
功
労
者
表
彰
伝
達

�

常
任
理
事　
能
丸　
政
孝
様

◎
福
岡
県
連
法
人
会
連
合
会
会
長
功
労
者
表
彰
伝
達

�

理　
　
事　
江
口　
勝
彦
様

�

理　
　
事　
岩
本　
優
子
様

役
員
改
選
期
に
あ
た
り
臨
時
理
事
会
を
開
催
し
終

了
後
、
会
員
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

会
員
交
流
会
で
は
退
任
役
員
感
謝
状
贈
呈
式
を
執

り
行
い
、
新
理
事
・
新
監
事
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

●
参
加
者
：�

報
告
会
40
名　

交
流
会
41
名

報
告
会
の
前
に
、
福
岡
ひ
び

き
信
用
金
庫
よ
り
講
師
を
お

招
き
し
ま
し
て
税
務
研
修
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

★�

税
務
研
修
会
：

　

�「
企
業
型
確
定
拠
出
年
金

制
度
（
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
）」

●
来　
賓
：

　

�

八
幡
税
務
署
・
大
同
生
命

保
険
株
式
会
社

★
報
告
会
：

　

�

小
松
青
年
部
会
長
・
岩
本

女
性
部
会
長
よ
り
令
和
６

年
度
の
活
動
を
報
告

★
交
流
会

●相談者：４名�  
� （会員２名・一般２名）
●会　場：�福岡ひびき信用金庫本

店営業部
●相談員：�九州北部税理士会�  

八幡支部　税理士�  
� 後藤　權治　様

令和7年
6月19日
（木）

令和7年
8月7日
（木）

令和7年
6月6日
（金）

令和7年
6月12日
（木）

令和7年
6月17日
（火）

青
年
・
女
性
部
会
合
同 

報
告
会
及
び
歴
代
部
会
長

と
の
交
流
会

令和7年
6月20日
（金）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

寄
付
贈
呈
式

令和7年
8月29日
（金）

女
性
部
会
チ
ャ
リ

テ
ィ
バ
ザ
ー

令和7年
8月29日
（金）

税
金
ク
イ
ズ
と

「
地
域
と
会
員
の

集
い
」

令和7年
8月29日
（金）

カ
ッ
プ
リ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ

令和7年
8月31日
（日）

◦活動報告
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新 会 員 紹 介
令和６年 12月１日から令和７年 6月 30日までに入会し、令和 7年 6月 30日現在で会員登録になっている会社　43社

第 1支部
会社名 代表者

與進工業（株） 与那嶺則政
（株）俊建工 茨木　俊憲
（有）隆栄設備 林田　隆昭
（株）昇宝 月俣丈一郎
（株）北九建産 田仲　　健
（株）博香 那須　　博
飯野秀隆 飯野　秀隆
（株）山村商店 山村　浩司
ライフォート（株） 渡邊　正子
（株）武道 武道　羊一
（有）中島設備 溝口　武敏

第 2支部
会社名 代表者

（株）久積工務店 久積　靖之
至誠法律事務所 春田　康秀
（宗）金光教永犬丸教会 古森　　一
（株）サンシャイン 髙山　良太
（株）アジアスポーツマーケティング 大鶴　信治

第 3支部
会社名 代表者

（株）岩綜 岩田　和幸
（株）樽見設備設計 樽見　伸宏
（有）キーコントロール 交易場健太

第 4支部
会社名 代表者

（株）po-no 中西　采人
明治安田生命保険（相）
北九州支社　八幡営業所 伊藤　　暖

第 5支部
会社名 代表者

（有）コトブキヤ 吉村　次江
（株）塗上 戸上　康彦
住まいの清和 𠮷田　清高
（株）ネクスト 渡部　雅孝
（株）３３ 梶岡　　亨
稲垣クリーニング 稲垣　慎一
FUJIKOU（同） 藤本　浩三
（株）FUNPLACE 福内　　聖

第 6支部
会社名 代表者

（株）トラス 原黄　誠司
ふたむら歯科医院 二村　　光

第 7支部
会社名 代表者

ヨシミホールディングス（株） 小金丸理恵
みのり不動産（株） 大浦　寿壽
（株）M.A.D.E 宮川　大輝
一駒（株） 山本　眞弘

第 8支部
会社名 代表者

三彩　 竹田有美子
カイハウスシステム 甲斐　純治
（株）Lotus 大山　佳世
トモダ住器 友田　憲志
ウメムラ 梅木　博昭

第９支部
会社名 代表者

室園　武章 室園　武章
(有)フナツ建設 舩津　俊彦
中山楼 倉光　康二
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税務署の人事異動� 令和７年７月 10日付（法人課税関係）

官　　　　　職
転入の部 転出の部

氏　　　名 旧　官　職 氏　　　名 発　　　令

署長 阿
ア

部
ベ

　正
マサ

行
ユキ 福岡国税局 

課税第一部 
主任訟務官

古
フル

川
カワ

　博
ヒロシ 福岡国税局 

総務部 
会計課　課長

副署長 大
オオ

隈
クマ

　加
カ

津
ズ

福岡国税局 
総務部 
総括税務相談官 
主任相談官

上
カミ

川
カワ

　浩
コウ

一
イチ

福岡国税局 
総務部 
総括税務相談官 
主任相談官

総務課長 中
ナカ

尾
オ

　基
モト

治
ハル 福岡国税局 

総務部 
納税者支援調整官

後
ゴ

藤
トウ

　恵
ケイ

介
スケ 佐賀税務署 

特別調査官 
（開発調査担当）

特別国税調査官 
（法人税担当） 白

シラ
石
イシ

　武
タケ

之
ユキ 博多税務署 

特別国税調査官 
（法人税担当）

中
ナカ

島
シマ

　浩
コウ

司
ジ 福岡税務署 

消費税専門官

特別国税調査官 
（法人税担当） 湯

ユ
瀬
ゼ

　勇
ユウ

一
イチ 福岡税務署 

特別調査情報官

法人課税第一部門 
統括国税調査官 山

ヤマ
崎
サキ

　貴
キ

代
ヨ

子
コ 福岡国税局 

課税第二部 
法人課税課　主査

樋
ヒ

口
グチ

　祐
ユウ

子
コ 飯塚税務署 

総務課長

法人課税第二部門 
統括国税調査官 伊

イ
藤
トウ

　源
ゲン

太
タ

郎
ロウ

（留任）

法人課税第三部門 
統括国税調査官 玉

タマ
浦
ウラ

　将
マサ

憲
ノリ 板橋税務署 

法人課税第一部門 
連絡調整官

江
エ

島
ジマ

　国
クニ

彦
ヒコ 福岡税務署 

法人課税第四部門 
統括国税調査官

法人課税第四部門 
統括国税調査官 高

タカ
松
マツ

　和
カズ

典
ノリ

（留任）

法人課税部門 
総括上席 庵

イ
原
ハラ

　知
トモ

博
ヒロ 博多税務署 

法人課税第二部門 
上席国税調査官

永
ナガ

田
タ

　佳
ヨシ

之
ユキ 福岡国税局 

調査査察部 
調査第二部門　主査

法人課税第一部門 
上席国税調査官 大

オオ
木
キ

　朋
トモ

子
コ 小倉税務署 

審理専門官 
上席国税調査官

柳
ヤナ

田
ギダ

　定
テイ

一
イチ 小倉税務署 

審理専門官 
（法人税担当）

� ◦新会員紹介／人事異動◦八幡税務署からのお知らせ�



９時～1５時
の間にお願いします

福岡国税局・税務署

令和７年８月から

スマホアプリ納付

クレジットカード納付

振替納税

インターネットバンキング

ダイレクト納付

税務署窓口での納付及び

納税証明書の請求は

国税の納付は、キャッシュレス納付！

納税証明書は、オンライン請求！

3

＜税務署からのお知らせ＞

スマホで請求＆受取可能！
オンライン請求なら手数料がお得！
PDF形式なら何度でも印刷可能！
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北九州支社/八幡営業所
福岡県北九州市八幡東区平野2-13-5　八幡税理士会館２F
TEL 093-662-6221

北九州支店
福岡県北九州市小倉北区堺町2-3-31　富士火災小倉ビル
TEL　093-511-3821
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